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研究分野： 
科研費の分科・細目： 
キーワード：メトキシフェノール、転写因子、抗酸化作用、抗炎症作用、炎症性サイトカイン 

 
１．研究計画の概要 
優れた抗酸化剤で香料、食品、化粧品、医薬
品として広く応用されている植物性フェノ
ール関連化合物は抗炎症作用や、発癌予防効
果を示すが、フェノール性 OH からの水素原
子の引き抜きに関連した自動酸化によりフ
ェノキシラジカル化し生体為害反応を引き
起こす。そこで、水素原子が引き抜かれにく
い構造の化合物を合成し、生理活性を調べた
ところ、低細胞障害性と高抗酸化活性、炎症
性サイトカインや cyclooxygenase-2 発現の
抑制作用を発揮した。この結果はフェノール
関連化合物が構造特異的に redox-sensitive
な転写因子活性化を抑制し、炎症や発癌の予
防剤として有用であることを示唆した。本研
究の目的は炎症や発癌に対するポリフェノ
ール類の chemo-prevention のメカニズムを
論理的に解明することであり、水素原子が引
き抜かれにくい構造のフェノール関連化合
物を探査し、細胞刺激後の情報伝達機構と転
写因子活性化調節作用、炎症調節物質の発現
調節作用を検討することが重要と考える。 
 
２．研究の進捗状況 
現在、いくつかの合成メトキシフェノール関
連化合物が AP-1 や NF-κB などの酸化還元感
受性の転写因子活性化とその後の起炎物質
の産生を抑制することが判明している。しか
し、治療薬として応用できそうな目星が立っ
ていないのが現状である。 
 
３．現在までの達成度 
当初の計画よりやや遅れて進展している。 
（理由）現在、細胞の刺激剤が細菌構造物関
連に限られているため。転写因子調節におい

てプライマリーの刺激に対してメトキシフ
ェノールの調節作用を確認できているに留
まっている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
刺激物をサイトカインやケミカルメディエ
ーターのような二次的刺激剤に変えて、今ま
で確認したメトキシフェノール化合物で同
様に試験する。今までのデータに加え幅広い
知見が得られると考える。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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